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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 着 用 時 に 着 用 者 の 足 を 覆 う よ う に 構 成 さ れ た シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー で あ っ て 、
　 前 記 着 用 者 の 足 首 か ら 甲 ま で 開 口 し た 履 き 口 を 有 し 、 か つ 、 外 甲 側 又 は 内 甲 側 の 少 な く  
と も 一 部 に 第 一 結 合 部 材 が 設 け ら れ た ア ッ パ ー 本 体 と 、
　 前 記 ア ッ パ ー 本 体 の 前 記 第 １ 結 合 部 材 が 設 け ら れ た 側 と は 反 対 側 に 固 定 さ れ た 伸 縮 材 よ  
り な る 基 端 部 と 、 前 記 第 １ 結 合 部 材 と 結 合 可 能 な 第 ２ 結 合 部 材 が 設 け ら れ た 先 端 部 と 、 前  
記 基 端 部 と 前 記 先 端 部 と を 接 続 し 、 か つ 、 着 用 時 に 前 記 履 き 口 を 内 甲 側 か ら 外 甲 側 ま た は  
外 甲 側 か ら 内 甲 側 に 亘 っ て 掛 け 渡 す 中 間 部 と 、 を 含 む ベ ル ト と 、 を 備 え 、
　 前 記 基 端 部 は 、 前 記 中 間 部 よ り も 伸 縮 性 が 大 き く 、
　 前 記 第 １ 結 合 部 材 と 前 記 第 ２ 結 合 部 材 と の 結 合 が 解 除 さ れ た 状 態 に お い て 、 前 記 先 端 部  
が 自 重 に よ っ て 前 記 ア ッ パ ー 本 体 の 前 記 基 端 部 が 固 定 さ れ た 側 の 外 側 下 方 に 垂 れ 下 が り 、
  前 記 基 端 部 は 、 ひ ず み ４ ０ ％ で あ る 場 合 の 前 記 基 端 部 に 係 る 荷 重 が ０ ． ９ Ｎ 以 上 ２ ． ５  
Ｎ 以 下 で あ り 、
  前 記 基 端 部 が 、 前 記 ア ッ パ ー 本 体 と 前 記 中 間 部 と を 接 続 す る 複 数 の 伸 縮 部 材 を 含 む こ と  
を 特 徴 と す る 、
　 シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 基 端 部 が 伸 縮 材 料 よ り な り 、
　 前 記 基 端 部 は 、 ひ ず み ５ ％ で あ る 場 合 の 前 記 基 端 部 に 掛 か る 荷 重 が ０ ． ８ Ｎ 以 下 で あ る  

請求項の数　6　（全13頁）
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こ と を 特 徴 と す る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 結 合 部 材 と 前 記 第 ２ 結 合 部 材 と が 結 合 さ れ 、 か つ 、 前 記 基 端 部 に 張 力 が 掛 か っ  
て い な い 状 態 に お い て 、 前 記 中 間 部 の 足 長 方 向 に 沿 う 中 心 線 は 、 前 記 履 き 口 の 足 長 方 向 に  
沿 う 中 心 線 よ り も 、 外 甲 側 及 び 内 甲 側 の う ち 前 記 基 端 部 が 設 け ら れ た 側 に ず れ て い る こ と  
を 特 徴 と す る 、
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
　 着 用 時 に お い て 、 前 記 中 間 部 の 少 な く と も 一 部 が 前 記 着 用 者 の 甲 と 直 接 接 す る こ と を 特  
徴 と す る 、
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
  着 用 時 に 着 用 者 の 足 を 覆 う よ う に 構 成 さ れ た シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー で あ っ て 、
  前 記 着 用 者 の 足 首 か ら 甲 ま で 開 口 し た 履 き 口 を 有 し 、 か つ 、 外 甲 側 又 は 内 甲 側 の 少 な く  
と も 一 部 に 第 一 結 合 部 材 が 設 け ら れ た ア ッ パ ー 本 体 と 、
  前 記 ア ッ パ ー 本 体 の 前 記 第 １ 結 合 部 材 が 設 け ら れ た 側 と は 反 対 側 に 固 定 さ れ た 基 端 部 と  
、 前 記 第 １ 結 合 部 材 と 結 合 可 能 な 第 ２ 結 合 部 材 が 設 け ら れ た 先 端 部 と 、 前 記 基 端 部 と 前 記  
先 端 部 と を 接 続 し 、 か つ 、 着 用 時 に 前 記 履 き 口 を 内 甲 側 か ら 外 甲 側 ま た は 外 甲 側 か ら 内 甲  
側 に 亘 っ て 掛 け 渡 す 中 間 部 と 、 を 含 む ベ ル ト と 、 を 備 え 、
  前 記 基 端 部 は 、 前 記 中 間 部 よ り も 伸 縮 性 が 大 き く 、
  前 記 第 １ 結 合 部 材 と 前 記 第 ２ 結 合 部 材 と の 結 合 が 解 除 さ れ た 状 態 に お い て 、 前 記 先 端 部  
が 自 重 に よ っ て 前 記 ア ッ パ ー 本 体 の 前 記 基 端 部 が 固 定 さ れ た 側 の 外 側 下 方 に 垂 れ 下 が り 、
  前 記 第 １ 結 合 部 材 と 前 記 第 ２ 結 合 部 材 と が 結 合 さ れ 、 か つ 、 前 記 基 端 部 に 張 力 が 掛 か っ  
て い な い 状 態 に お い て 、 前 記 中 間 部 の 足 長 方 向 に 沿 う 中 心 線 は 、 前 記 履 き 口 の 足 長 方 向 に  
沿 う 中 心 線 よ り も 、 外 甲 側 及 び 内 甲 側 の う ち 前 記 基 端 部 が 設 け ら れ た 側 に 足 幅 方 向 に ず れ  
て い る こ と を 特 徴 と す る 、
  シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー と 、
　 前 記 シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー と 結 合 し 、 か つ 、 着 用 時 に 前 記 着 用 者 の 足 裏 を 支 持 す る よ う に  
形 成 さ れ た ソ ー ル と 、 を 備 え る 、
シ ュ ー ズ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 一 般 に は 、 シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー 及 び シ ュ ー ズ に 関 す る 。 本 開 示 は 、 詳 細 に は  
、 シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー と 、 こ の シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー 及 び ソ ー ル を 備 え る シ ュ ー ズ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 シ ュ ー ズ の 脱 ぎ 履 き を 容 易 に す る た め 、 締 結 方 法 と し て ベ ル ト 留 め を 採 用 す る こ  
と が あ る 。 例 え ば 特 許 文 献 １ に は 、 ベ ル ト 留 め の シ ュ ー ズ が 開 示 さ れ 、 こ の ベ ル ト を 伸 縮  
自 在 な ゴ ム で 形 成 す る こ と が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 実 用 新 案 登 録 番 号 第 ３ ０ ３ ５ ８ １ ５ 号
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 特 許 文 献 １ の よ う に ベ ル ト を ゴ ム で 形 成 す る 場 合 、 シ ュ ー ズ 着 用 時 に 十 分 な サ ポ ー ト 性  
及 び フ ィ ッ ト 感 が 得 ら れ な い こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 開 示 の 目 的 は 、 脱 ぎ 履 き が 容 易 で あ り 、 か つ 、 着 用 時 の サ ポ ー ト 性 及 び フ ィ ッ ト 感 に  
優 れ た シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー 及 び シ ュ ー ズ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 の 一 態 様 に 係 る シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー は 、 着 用 時 に 着 用 者 の 足 を 覆 う よ う に 構 成 さ  
れ る 。 前 記 シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー は 、 ア ッ パ ー 本 体 と ベ ル ト と を 備 え る 。 前 記 ア ッ パ ー 本 体  
は 、 前 記 着 用 者 の 足 首 部 分 か ら 甲 部 分 ま で 開 口 し た 履 き 口 を 有 し 、 か つ 、 外 甲 側 又 は 内 甲  
側 の 少 な く と も 一 部 に 第 １ 結 合 部 材 が 設 け ら れ て い る 。 前 記 ベ ル ト は 、 前 記 ア ッ パ ー 本 体  
の 前 記 第 １ 結 合 部 材 が 設 け ら れ た 側 と は 反 対 側 に 固 定 さ れ る 基 端 部 と 、 前 記 第 １ 結 合 部 材  
と 結 合 可 能 な 第 ２ 結 合 部 材 が 設 け ら れ た 先 端 部 と 、 前 記 基 端 部 と 前 記 先 端 部 と を 接 続 し 、  
か つ 、 着 用 時 に 前 記 履 き 口 を 内 甲 側 か ら 外 甲 側 ま た は 外 甲 側 か ら 内 甲 側 に 亘 っ て 掛 け 渡 す  
中 間 部 と を 含 む 。 前 記 基 端 部 は 、 前 記 中 間 部 よ り も 伸 縮 性 が 大 き い 。 前 記 第 １ 結 合 部 材 と  
前 記 第 ２ 結 合 部 材 と の 結 合 が 解 除 さ れ た 状 態 に お い て 、 前 記 先 端 部 が 自 重 に よ っ て 前 記 ア  
ッ パ ー 本 体 の 前 記 基 端 部 が 固 定 さ れ た 側 の 外 側 下 方 に 垂 れ 下 が る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 開 示 の 一 態 様 に 係 る シ ュ ー ズ は 、 上 記 シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー と 、 前 記 シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ  
ー と 結 合 し 、 か つ 、 着 用 時 に 前 記 着 用 者 の 足 裏 を 支 持 す る よ う に 構 成 さ れ た ソ ー ル と 、 を  
備 え る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 開 示 に よ れ ば 、 脱 ぎ 履 き が 容 易 で あ り 、 か つ 、 着 用 時 の サ ポ ー ト 性 及 び フ ィ ッ ト 感 に  
優 れ た シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー 及 び シ ュ ー ズ を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に 係 る シ ュ ー ズ の 一 例 を 示 す 概 略 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 同 上 の シ ュ ー ズ の 第 １ 結 合 部 材 と 第 ２ 結 合 部 材 と の 結 合 が 解 除 さ れ た 状  
態 を 示 す 概 略 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 同 上 の シ ュ ー ズ の 第 １ 結 合 部 材 と 第 ２ 結 合 部 材 と の 結 合 が 解 除 さ れ た 状  
態 を 示 す 概 略 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 同 上 の シ ュ ー ズ の 第 １ 結 合 部 材 と 第 ２ 結 合 部 材 と が 結 合 し 、 か つ 、 基 端  
部 に 張 力 が 掛 か っ て い な い 状 態 を 示 す 概 略 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 同 上 の シ ュ ー ズ の 第 １ 結 合 部 材 と 第 ２ 結 合 部 材 と が 結 合 し 、 か つ 、 基 端  
部 に 張 力 が 掛 か っ て い る 状 態 を 示 す 概 略 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 変 形 例 １ の シ ュ ー ズ を 示 す 概 略 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 変 形 例 ２ の シ ュ ー ズ を 示 す 概 略 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 変 形 例 ３ の シ ュ ー ズ を 示 す 概 略 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 変 形 例 ４ の シ ュ ー ズ を 示 す 概 略 の 平 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に 係 る シ ュ ー ズ １ 及 び シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー ２ の 構 成 を 、 図 面  
を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 に 係 る シ ュ ー ズ １ 及 び シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー ２ は 、 あ  
く ま で 一 例 で あ り 、 シ ュ ー ズ １ 及 び シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー ２ の 構 成 は 以 下 の 構 成 に 限 定 さ れ  
な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る シ ュ ー ズ １ 及 び シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー ２ は 左 足 用 で あ る 。 左 足 用 の シ ュ  
ー ズ １ 及 び シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー ２ は 、 右 足 用 の シ ュ ー ズ １ 及 び シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー ２ と 左  
右 対 称 で あ る た め 、 以 下 の 説 明 で は 、 右 足 用 の シ ュ ー ズ １ 及 び シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー ２ の 説  
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明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 １ ． 概 要
　 本 実 施 形 態 に 係 る シ ュ ー ズ １ は 、 図 １ 及 び 図 ２ 示 す よ う に 、 シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー ２ （ 以  
下 、 ア ッ パ ー ２ と も い う ） と 、 ソ ー ル ３ と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ア ッ パ ー ２ は 、 着 用 時 に 着 用 者 ４ の 足 ４ ０ を 覆 う よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ソ ー ル ３ は 、  
着 用 時 に 着 用 者 ４ の 足 裏 ４ ４ を 支 持 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ア ッ パ ー ２ は 、 ア ッ パ ー 本 体 ２ ０ と ベ ル ト ２ １ と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ア ッ パ ー 本 体 ２ ０ は 、 着 用 者 ４ の 足 首 部 分 ４ １ か ら 甲 部 分 ４ ２ ま で 開 口 し た 履 き 口 ２ ０  
０ を 有 す る 。 ま た ア ッ パ ー 本 体 ２ ０ の 外 甲 側 又 は 内 甲 側 の 少 な く と も 一 部 に 第 １ 結 合 部 材  
２ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ベ ル ト ２ １ は 、 基 端 部 ２ ２ と 、 先 端 部 ２ ４ と 、 中 間 部 ２ ３ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 基 端 部 ２ ２ は 、 ア ッ パ ー 本 体 ２ ０ の 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ が 設 け ら れ た 側 と は 反 対 側 に 固 定  
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 先 端 部 ２ ４ は 、 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ と 結 合 可 能 な 第 ２ 結 合 部 材 ２ ６ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 中 間 部 ２ ３ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 基 端 部 ２ ２ と 先 端 部 ２ ４ と を 接 続 す る 。 ま た 中 間 部  
２ ３ は 、 着 用 時 に 履 き 口 ２ ０ ０ を 内 甲 側 か ら 外 甲 側 ま た は 外 甲 側 か ら 内 甲 側 に 亘 っ て 掛 け  
渡 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 形 態 の ア ッ パ ー ２ で は 、 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ と 第 ２ 結 合 部 材 ２ ６ と の 結 合 が 解 除 さ  
れ た 状 態 に お い て 、 先 端 部 ２ ４ が そ の 自 重 に よ っ て ア ッ パ ー 本 体 ２ ０ の 基 端 部 ２ ２ が 固 定  
さ れ た 側 の 外 側 下 方 に 垂 れ 下 が る （ 図 ３ 参 照 ） 。 そ の た め 、 履 き 口 ２ ０ ０ が ベ ル ト ２ １ で  
塞 が れ る こ と な く 、 履 き 口 ２ ０ ０ が 大 き く 開 口 し た 状 態 を 維 持 す る こ と が で き る 。 こ の 大  
き く 開 口 し た 履 き 口 ２ ０ ０ か ら 足 ４ ０ を 挿 入 で き る た め 、 シ ュ ー ズ １ を 容 易 に 履 く こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 特 に 本 実 施 形 態 の ア ッ パ ー ２ で は 、 基 端 部 ２ ２ が 中 間 部 ２ ３ よ り も 伸 縮 性 が 大 き い 。 換  
言 す る と 、 基 端 部 ２ ２ は 中 間 部 ２ ３ よ り も 伸 び 縮 み し や す い 。 そ れ に よ り 、 基 端 部 ２ ２ が  
中 間 部 ２ ３ よ り も 柔 軟 と な る た め 、 先 端 部 ２ ４ が 外 側 下 方 に 垂 れ 下 が っ た 状 態 を 維 持 し や  
す く な る 。 ま た 図 ４ に 示 す よ う に 、 基 端 部 ２ ２ を 引 き 伸 ば し な が ら 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ と 第  
２ 結 合 部 材 ２ ６ と を 結 合 さ せ る こ と が で き る た め 、 ア ッ パ ー ２ を 足 ４ ０ に 密 着 さ せ や す く  
な り 、 シ ュ ー ズ １ の 着 用 時 の サ ポ ー ト 性 及 び フ ィ ッ ト 感 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ２ ． 詳 細
　 以 下 、 本 実 施 形 態 の シ ュ ー ズ １ 及 び ア ッ パ ー ２ に つ い て 、 よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ２ － １ ． シ ュ ー ズ
　 本 実 施 形 態 に 係 る シ ュ ー ズ １ は 、 子 供 用 の 靴 で あ る 。 シ ュ ー ズ １ は 、 子 供 用 の 靴 に 限 定  
さ れ ず 、 高 齢 者 用 の 靴 で あ っ て も よ く 、 若 年 者 用 の 靴 で あ っ て も よ い 。 シ ュ ー ズ １ の 用 途  
は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 ス ニ ー カ ー 、 サ ン ダ ル 等 の 日 常 生 活 に 用 い ら れ る 靴 で あ っ て も よ く  
、 ス ポ ー ツ 用 の 靴 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の シ ュ ー ズ １ は 、 上 述 の 通 り 、 ソ ー ル ３ と ア ッ パ ー ２ と を 含 む 。 ア ッ パ ー ２  
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は ソ ー ル ３ に 固 定 さ れ て い る 。 ア ッ パ ー ２ と ソ ー ル ３ と の 固 定 方 法 の 例 に は 、 接 着 、 融 着  
、 縫 製 等 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ２ － １ － １ ． ソ ー ル
　 ソ ー ル ３ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 下 面 ３ ０ 、 側 面 ３ １ 、 及 び 上 面 ３ ２ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 下 面 ３ ０ は 、 地 面 と 接 す る 側 の 面 で あ る 。 下 面 ３ ０ は 、 平 坦 で あ っ て も よ い が 、 溝 、 凹  
凸 等 が 設 け ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。 側 面 ３ １ は 、 下 面 ３ ０ の 外 縁 か ら 上 方 に 立 ち 上 が  
っ た 部 分 で あ る 。 上 面 ３ ２ は 、 着 用 者 ４ の 足 裏 ４ ４ と 接 す る 面 で あ り 、 下 面 ３ ０ と は 反 対  
側 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 足 裏 ４ ４ と 上 面 ３ ２ と は 、 直 接 接 し て も よ い が 、 上 面 ３ ２ 上 に 配 置 さ れ た イ ン ソ ー ル 等  
を 介 し て 、 間 接 的 に 接 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 面 ３ ２ と 側 面 ３ １ の 上 端 縁 と は 面 一 で あ っ て も よ い が 、 上 面 ３ ２ が 側 面 ３ １ の 上 端 縁  
よ り も 下 方 に 位 置 し て い て も よ い 。 す な わ ち 、 上 面 ３ ２ が 側 面 ３ ３ １ の 上 端 縁 よ り も 凹 ん  
で い て も よ い 。 こ の 場 合 、 ソ ー ル ３ と ア ッ パ ー ２ と を 固 定 し や す い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 形 態 の ソ ー ル ３ は 、 ア ウ ト ソ ー ル ３ ０ ０ と 、 ア ウ ト ソ ー ル ３ ０ ０ 上 に 積 層 さ れ た  
ミ ッ ド ソ ー ル ３ ０ １ と を 含 む （ 図 １ 参 照 ） 。 そ の た め ソ ー ル ３ で は 、 ア ウ ト ソ ー ル ３ ０ ０  
の 上 面 と ミ ッ ド ソ ー ル ３ ０ １ の 下 面 と が 重 な っ て い る 。 ま た ア ウ ト ソ ー ル ３ ０ ０ の 下 面 が  
ソ ー ル ３ の 下 面 ３ ０ を 構 成 し 、 ミ ッ ド ソ ー ル ３ ０ １ の 上 面 が ソ ー ル ３ の 上 面 ３ ２ を 構 成 し  
て い る 。 ア ウ ト ソ ー ル ３ ０ ０ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 そ の 先 端 部 （ 爪 先 部 分 ） が  
ア ッ パ ー ２ の 爪 先 部 分 を 覆 っ て い る こ と も 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 ソ ー ル ３ と ア ッ パ ー ２ を  
よ り 強 固 に 固 定 す る こ と が で き 、 ア ッ パ ー ２ か ら ソ ー ル ３ が 剥 が れ に く く す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ２ － １ － ２ ． ア ッ パ ー
　 本 実 施 形 態 の ア ッ パ ー ２ は 、 ア ッ パ ー 本 体 ２ ０ と 、 ベ ル ト ２ １ と を 含 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 （ １ ） ア ッ パ ー 本 体
　 ア ッ パ ー 本 体 ２ ０ は 、 シ ュ ー ズ １ の 着 用 時 に 足 ４ ０ を 覆 う よ う に 構 成 さ れ て お り 、 詳 細  
に は 、 足 裏 ４ ４ 以 外 の 部 分 を 覆 う よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ア ッ パ ー 本 体 ２ ０ は 、 足 ４ ０ の  
一 部 を 覆 っ て い な く て も よ い 。 例 え ば シ ュ ー ズ １ が サ ン ダ ル の 場 合 に は 、 ア ッ パ ー 本 体 ２  
０ が 足 ４ ０ の 爪 先 ４ ３ を 覆 っ て い な く て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ア ッ パ ー 本 体 ２ ０ を 構 成 す る 材 料 は 特 に 限 定 さ れ な い 。 ア ッ パ ー 本 体 ２ ０ を 構 成 す る 材  
料 の 例 に は 、 天 然 皮 革 、 人 工 皮 革 、 天 然 繊 維 、 合 成 繊 維 、 樹 脂 等 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ア ッ パ ー 本 体 ２ ０ は 、 単 一 の 部 材 で 形 成 さ れ て い て も よ く 、 複 数 の 部 材 で 形 成 さ れ て い  
て も よ い 。 例 え ば ア ッ パ ー 本 体 ２ ０ が 、 複 数 の 部 材 を 結 合 し て 形 成 さ れ て も よ く 、 複 数 の  
生 地 を 重 ね 合 わ せ て 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の ア ッ パ ー 本 体 ２ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 爪 先 部 分 ２ ０ １ 、 前 甲 部 分 ２ ０  
２ 、 内 甲 部 分 ２ ０ ３ 、 外 甲 部 分 ２ ０ ４ 、 及 び 踵 部 分 ２ ０ ５ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 爪 先 部 分 ２ ０ １ は 、 ア ッ パ ー 本 体 ２ ０ に お け る 爪 先 ４ ３ を 覆 う 部 分 で あ る 。 爪 先 部 分 ２  
０ １ は 、 強 度 及 び 耐 久 性 に 優 れ た 材 料 で 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。 前 甲 部 分 ２ ０ ２ は 、 ア  
ッ パ ー 本 体 ２ ０ に お け る 前 甲 ４ ５ を 覆 う 部 分 で あ る 。 前 甲 部 分 ２ ０ ３ は 、 通 気 性 に 優 れ た  
材 料 で 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。 内 甲 部 分 ２ ０ ３ 及 び 外 甲 部 分 ２ ０ ４ は 、 ア ッ パ ー 本 体 ２  
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に お け る 足 ４ ０ の 内 甲 ４ ６ 及 び 外 甲 ４ ７ を 覆 う 部 分 で あ る 。 踵 部 分 ２ ０ ５ は 、 ア ッ パ ー 本  
体 ２ に お け る 足 ４ ０ の 踵 ４ ８ を 覆 う 部 分 で あ る 。 踵 部 分 ２ ０ ５ は 、 ク ッ シ ョ ン 性 に 優 れ た  
材 料 で 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の ア ッ パ ー 本 体 ２ ０ で は 、 内 甲 部 分 ２ ０ ３ に ベ ル ト ２ １ の 基 端 部 ２ ２ が 固 定  
さ れ て い る 。 内 甲 部 分 ２ ０ ３ に お け る 基 端 部 ２ ２ が 固 定 さ れ る 位 置 は 、 基 端 部 ２ ２ の 大 き  
さ 、 伸 縮 性 等 に 応 じ て 適 宜 設 定 さ れ る 。 内 甲 部 分 ２ ０ ３ に 基 端 部 ２ ２ を 固 定 す る 方 法 の 例  
に は 、 縫 製 、 接 着 等 が 含 ま れ る 。 例 え ば 、 内 甲 部 分 ２ ０ ３ を 複 数 枚 の 生 地 を 重 ね 合 わ せ て  
形 成 し 、 こ れ ら の 生 地 の 間 に 基 端 部 ２ ２ を 挟 み こ む と 共 に 縫 製 し て も よ い 。 も ち ろ ん 基 端  
部 ２ ２ が 内 甲 部 分 ２ ０ ３ の 表 面 に 直 接 固 定 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 実 施 形 態 の ア ッ パ ー 本 体 ２ ０ で は 、 外 甲 部 分 ２ ０ ４ に 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ が 設 け ら れ て  
い る 。 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ は 、 外 甲 部 分 ２ ０ ４ の 全 体 に 設 け ら れ て い て も よ く 、 外 甲 部 分 ２  
０ ４ の 一 部 に 設 け ら れ て い て も よ く 、 外 甲 部 分 ２ ０ ４ の 複 数 の 部 分 に 設 け ら れ て い て も よ  
い 。 本 実 施 形 態 の ア ッ パ ー ２ で は 、 外 甲 部 分 ２ ０ ４ に 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ と し て 面 フ ァ ス ナ  
ー が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 実 施 形 態 の 履 き 口 ２ ０ ０ は 、 踵 部 分 ２ ０ ５ の 内 縁 と 、 内 甲 部 分 ２ ０ ３ の 外 甲 側 端 縁 と  
、 外 甲 部 分 ２ ０ ４ の 内 甲 側 端 縁 と 、 前 甲 部 分 ２ ０ ２ の 踵 側 端 縁 と で 構 成 さ れ て い る 。 そ の  
た め 、 履 き 口 ２ ０ ０ を 大 き く 開 口 さ せ る こ と で き 、 シ ュ ー ズ １ 内 に 足 ４ ０ を 挿 入 し や す く  
な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 （ ２ ） ベ ル ト
　 ベ ル ト ２ １ は 帯 状 の 部 材 で あ る 。 ベ ル ト ２ １ は 、 基 端 部 ２ ２ 、 中 間 部 ２ ３ 、 及 び 先 端 部  
２ ４ を 含 む 。 中 間 部 ２ ３ は 基 端 部 ２ ２ と 先 端 部 ２ ４ と の 間 に 設 け ら れ 、 基 端 部 ２ ２ と 先 端  
部 ２ ４ と を 接 続 し て い る 。 そ の た め ベ ル ト ２ １ で は 、 基 端 部 ２ ２ 、 中 間 部 ２ ３ 、 先 端 部 ２  
４ の 順 に 並 ん で 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ ｉ ） 基 端 部
　 基 端 部 ２ ２ は 、 ア ッ パ ー 本 体 ２ ０ の 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ が 設 け ら れ た 側 と は 反 対 側 に 固 定  
さ れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 基 端 部 ２ ２ が 内 甲 部 分 ２ ０ ３ に 固 定 さ れ て い る 。 そ の た め 基 端  
部 ２ ２ は 、 ア ッ パ ー 本 体 ２ ０ と 中 間 部 ２ ３ と を 接 続 し て い る 。 具 体 的 に は 基 端 部 ２ ２ は 、  
内 甲 部 分 ２ ０ ３ と 中 間 部 ２ ３ と を 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 基 端 部 ２ ２ が 伸 縮 材 料 よ り な る こ と が 好 ま し い 。 特 に 基 端 部 ２ ２ は 、 中 間 部 ２ ３ よ り も  
伸 縮 性 が 大 き い 伸 縮 材 料 で 構 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 そ れ に よ り 、 基 端 部 ２ ２ が 中 間 部  
２ ２ よ り も 柔 軟 に な り 、 先 端 部 ２ ４ が そ の 自 重 に よ っ て 外 側 下 方 に 垂 れ 下 が っ た 状 態 を 維  
持 し や す く な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 実 施 形 態 の 基 端 部 ２ ２ は 、 ひ ず み ５ ％ で あ る 場 合 の 基 端 部 ２ ２ に 掛 か る 荷 重 が ０ ． ８  
Ｎ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 発 明 者 の 鋭 意 研 究 に よ り 、 先 端 部 ２ ４ が 外 側 下 方 に 垂 れ 下  
が る 際 、 基 端 部 ２ ２ が 自 然 長 に 対 し て ５ ％ 程 度 伸 び る こ と が わ か っ て い る 。 そ の た め 、 ひ  
ず み ５ ％ の 場 合 に 基 端 部 ２ ２ に 係 る 荷 重 が ０ ． ８ Ｎ 以 下 で あ る こ と に よ り 、 基 端 部 ２ ２ に  
適 度 な 柔 軟 性 を 付 与 す る こ と が で き 、 先 端 部 ２ ４ が 外 側 下 方 に 垂 れ 下 が っ た 状 態 を 維 持 し  
や す く で き る 。 ま た 基 端 部 ２ ２ は 、 ひ ず み ５ ％ で あ る 場 合 の 基 端 部 ２ ２ に 掛 か る 荷 重 が ０  
． ６ N 以 下 で あ る こ と が よ り 好 ま し く 、 ０ ． ３ ５ N 以 下 で あ る こ と が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 基 端 部 ２ ２ は 、 ひ ず み ４ ０ ％ で あ る 場 合 の 基 端 部 ２ ２ に 係 る 荷 重 が ０ ． ９ Ｎ 以 上 ２ ． ５  
Ｎ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 発 明 者 の 鋭 意 研 究 に よ り 、 基 端 部 ２ ２ を 引 き 延 ば し て 第 １  
結 合 部 材 ２ ５ と 第 ２ 結 合 部 材 ２ ６ と を 結 合 さ せ る 際 、 基 端 部 ２ ２ を 自 然 長 に 対 し て ４ ０ ％  
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程 度 伸 ば す こ と が 好 ま し い こ と が わ か っ て い る 。 そ の た め 、 ひ ず み ４ ０ ％ の 場 合 に 基 端 部  
２ ２ に 係 る 荷 重 が ０ ． ９ N 以 上 で あ る こ と に よ り 、 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ と 第 ２ 結 合 部 材 ２ ６  
と を 結 合 し た 状 態 に お い て ア ッ パ ー ２ と 足 ４ ０ と を 密 着 さ せ や す く な り 、 シ ュ ー ズ １ の フ  
ィ ッ ト 感 及 び サ ポ ー ト 性 を 向 上 さ せ ら れ る 。 ま た ひ ず み ４ ０ ％ の 場 合 に 基 端 部 ２ ２ に 係 る  
荷 重 が ２ ． ５ N 以 下 で あ る こ と に よ り 、 基 端 部 ２ ２ を 容 易 に 引 き 延 ば す こ と が で き る 。 す  
な わ ち 、 ひ ず み ４ ０ ％ で あ る 場 合 の 基 端 部 ２ ２ に 係 る 荷 重 が ０ ． ９ Ｎ 以 上 ２ ． ５ Ｎ 以 下 で  
あ る こ と に よ り 、 シ ュ ー ズ １ の フ ィ ッ ト 感 及 び サ ポ ー ト 性 の 向 上 と 、 基 端 部 ２ ２ の 引 き 延  
ば し や す さ と を 両 立 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 基 端 部 ２ ２ は 、 ひ ず み ４ ０ ％ で あ る 場 合 の  
基 端 部 ２ ２ に 係 る 荷 重 が １ ． ２ ５ Ｎ 以 上 １ ． ７ ５ Ｎ 以 下 で あ る こ と が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 基 端 部 ２ ２ の ひ ず み に 対 す る 基 端 部 ２ ２ に 係 る 荷 重 の 値 は 、 以 下 の 方 法 に よ り 、  
測 定 す る こ と が で き る 。 ま ず 、 シ ュ ー ズ １ に お け る 基 端 部 ２ ２ の ア ッ パ ー 本 体 ２ ０ 側 の 端  
部 を 、 引 っ 張 り 試 験 機 （ 株 式 会 社 島 津 製 作 所 製 の Ａ Ｕ Ｔ Ｏ Ｇ Ｒ Ａ Ｐ Ｈ   Ａ Ｇ Ｓ － Ｘ ） の 一  
方 の チ ャ ッ ク に 固 定 す る 。 次 に 、 シ ュ ー ズ １ に お け る 基 端 部 ２ ２ の 中 間 部 ２ ３ 側 の 端 部 を  
、 引 っ 張 り 試 験 機 の 他 方 の チ ャ ッ ク に 固 定 す る 。 そ し て 、 基 端 部 ２ ２ の ア ッ パ ー 本 体 ２ ０  
側 の 端 部 が 動 か な い よ う に 固 定 し た ま ま 、 基 端 部 ２ ２ の 中 間 部 ２ ３ 側 の 端 部 を １ ０ ｍ ｍ ／  
ｍ ｉ ｎ の 速 度 で 引 っ 張 る 。 そ し て 、 基 端 部 ２ ２ の 中 間 部 ２ ３ 側 の 端 部 を 引 っ 張 る 際 に 要 し  
た 荷 重 を 測 定 す る こ と に よ り 、 基 端 部 ２ ２ の ひ ず み （ 伸 び 率 ） に 対 す る 基 端 部 ２ ２ に 掛 か  
っ た 荷 重 を 算 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 実 施 形 態 の 基 端 部 ２ ２ は 、 複 数 の 伸 縮 部 材 ２ ２ ０ を 含 ん で お り 、 具 体 的 に は 、 二 つ の  
伸 縮 部 材 ２ ２ ０ を 含 ん で い る 。 基 端 部 ２ ２ に 含 ま れ る 伸 縮 部 材 ２ ２ ０ の 数 は 、 二 つ に 限 ら  
れ ず 、 ３ つ 以 上 で あ っ て も よ い 。 こ れ ら の 伸 縮 部 材 ２ ２ ０ は 、 い ず れ も ア ッ パ ー 本 体 ２ ０  
及 び 中 間 部 ２ ３ に 接 続 し て い る 。 基 端 部 ２ ２ が 複 数 の 伸 縮 部 材 ２ ２ ０ を 含 む こ と に よ り 、  
基 端 部 ２ ２ を 起 点 に ベ ル ト ２ １ の 位 置 及 び 角 度 を 前 後 方 向 （ 足 長 方 向 ） に 調 整 で き る 。 甲  
４ ２ の 高 さ に 応 じ て ベ ル ト ２ １ の 位 置 及 び 角 度 を 調 整 す る こ と に よ り 、 シ ュ ー ズ １ の フ ィ  
ッ ト 感 及 び サ ポ ー ト 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 基 端 部 ２ ２ は 、 上 述 の 通 り 、 伸 縮 材 料 よ り な る こ と が 好 ま し い が 、 こ の 伸 縮 材 料 の 例 に  
は 、 平 ゴ ム 、 ス パ ン デ ッ ク ス 等 の 伸 縮 性 の 生 地 、 伸 縮 す る 構 造 を 有 す る 生 地 、 天 然 ゴ ム 、  
合 成 ゴ ム 、 ば ね 等 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 （ ｉ ｉ ） 中 間 部
　 中 間 部 ２ ３ は 、 基 端 部 ２ ２ と 先 端 部 ２ ４ と の 間 に 設 け ら れ て い る 。 中 間 部 ２ ３ は 、 基 端  
部 ２ ２ よ り も 伸 縮 性 が 小 さ い た め 、 基 端 部 ２ ２ よ り も 伸 び に く い 材 料 製 で あ る 。 中 間 部 ２  
３ は 、 伸 縮 材 料 製 で あ っ て も よ く 、 伸 縮 材 料 製 で な く て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 中 間 部 ２ ３ は 、 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ と 第 ２ 結 合 部 材 ２ ６ と が 結 合 し た 状 態 に お い て 、 履 き  
口 ２ ０ ０ を 内 甲 側 か ら 外 甲 側 ま た は 外 甲 側 か ら 内 甲 側 に 亘 っ て 掛 け 渡 す 。 ま た 第 １ 結 合 部  
材 ２ ５ と 第 ２ 結 合 部 材 ２ ６ と が 結 合 し た 状 態 で は 、 中 間 部 ２ ３ の 表 面 が 外 側 に 露 出 す る 。  
そ の た め 中 間 部 ２ ３ の 表 面 に は 、 種 々 の 飾 り が 設 け ら れ て い て も よ い 。 本 実 施 形 態 で は 、  
中 間 部 ２ ３ の 表 面 に 靴 紐 風 の 飾 り が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ と 第 ２ 結 合 部 材 ２ ６ と が 結 合 し た 状 態 で は 、 中 間 部 ２ ３ の 裏 面 と 甲 ４  
２ と が 対 向 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 中 間 部 ２ ３ の 裏 面 が 甲 ４ ２ と 直 接 接 す る こ と が 好 ま し  
い 。 す な わ ち 中 間 部 ２ ３ の 少 な く と も 一 部 が 、 甲 ４ ２ と 直 接 接 す る こ と が 好 ま し い 。 そ れ  
に よ り 、 シ ュ ー ズ １ の 着 用 時 の フ ィ ッ ト 感 及 び サ ポ ー ト 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 中  
間 部 ２ ３ の 裏 面 が 甲 ４ ２ と 直 接 接 す る 場 合 、 中 間 部 ２ ３ の 裏 面 が ク ッ シ ョ ン 性 の 材 料 で 形  
成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 シ ュ ー ズ １ の 着 用 感 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
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　 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ と 第 ２ 結 合 部 材 ２ ６ と が 結 合 さ れ 、 か つ 、 基 端 部 ２ ２ に 張 力 が 掛 か っ  
て い な い 状 態 に お い て 、 中 間 部 ２ ３ の 足 長 方 向 （ 足 幅 方 向 と 直 行 す る 方 向 ） に 沿 う 中 心 線  
（ 図 ４ に 示 す Ｘ － Ｘ 線 ） が 、 履 き 口 ２ ０ ０ の 足 長 方 向 （ 足 幅 方 向 と 直 行 す る 方 向 ） に 沿 う  
中 心 線 （ 図 ４ に 示 す Ｙ － Ｙ 線 ） よ り も 、 外 甲 側 及 び 内 甲 側 の う ち 基 端 部 ２ ２ が 設 け ら れ た  
側 に ず れ て い る こ と が 好 ま し い 。 本 実 施 形 態 で は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 中 間 部 ２ ３ の 中 心  
線 が 履 き 口 ２ ０ ０ の 中 心 線 よ り も 内 甲 側 に ず れ て い る 。 そ れ に よ り 、 シ ュ ー ズ １ の 着 用 時  
に は 、 図 ５ に 示 す よ う に 基 端 部 ２ ２ を 引 っ 張 り な が ら 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ と 第 ２ 結 合 部 材 ２  
６ と を 結 合 さ せ る た め 、 中 間 部 ２ ３ と 甲 ４ ２ と を 密 着 さ せ や す く な り 、 シ ュ ー ズ １ の フ ィ  
ッ ト 感 及 び サ ポ ー ト 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 歩 行 時 の 足 裏 ４ ４ と ソ ー ル ３ の 上  
面 ３ ２ と の 密 着 性 が 向 上 で き る た め 、 足 ４ ０ の 浮 き を 抑 制 す る こ と が で き る 。 中 間 部 ２ ３  
の 中 心 線 と 履 き 口 ２ ０ ０ の 中 心 線 と の ず れ は 、 基 端 部 ２ ２ の 自 然 長 、 伸 び や す さ 等 に 応 じ  
て 適 宜 設 定 さ れ る が 、 基 端 部 ２ ２ の 自 然 長 の １ ０ ％ 以 上 ５ ０ ％ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し く  
、 基 端 部 ２ ２ の 自 然 長 の ２ ５ ％ 以 上 ４ ０ ％ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 着 用 時 に お い て 、 中 間 部 ２ ３ の 爪 先 側 端 縁 ２ ３ ０ が 、 履 き 口 ２ ０ ０ の 爪 先 側 端 縁 （ 前 甲  
部 分 ２ ０ ２ の 踵 側 端 縁 ） と 一 致 し て い る 、 又 は 、 履 き 口 ２ ０ ０ の 爪 先 側 端 部 ２ ０ ６ （ 前 甲  
部 分 ２ ０ ２ の 踵 側 端 縁 ） よ り も 爪 先 側 に あ る こ と が 好 ま し い （ 図 １ 及 び 図 ３ 参 照 ） 。 こ の  
場 合 、 シ ュ ー ズ １ を 着 用 し た 状 態 で 屈 曲 さ せ る 際 に 、 中 間 部 ２ ３ の 爪 先 側 端 縁 ２ ３ ０ が 甲  
４ ２ に 当 た る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 （ ｉ ｉ ｉ ） 先 端 部
　 先 端 部 ２ ４ は 、 ベ ル ト ２ １ の 先 端 に 設 け ら れ て い る 。 先 端 部 ２ ４ の 形 状 は 特 に 限 定 さ れ  
な い が 、 シ ュ ー ズ １ を 着 用 す る 際 に は 先 端 部 ２ ４ を 把 持 し や す い 形 状 で あ る こ と が 好 ま し  
い 。 ま た 上 述 の 通 り 、 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ と 第 ２ 結 合 部 材 ２ ６ と の 結 合 が 解 除 さ れ た 状 態 で  
は 、 先 端 部 ２ ４ が そ の 自 重 に よ っ て 外 側 下 方 に 垂 れ 下 が る こ と か ら 、 先 端 部 ２ ４ の 形 状 、  
大 き さ 、 重 量 は 、 先 端 部 ２ ４ が 垂 れ 下 が り や す い よ う に 適 宜 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ と 第 ２ 結 合 部 材 ２ ６ と が 結 合 し た 状 態 で は 、 先 端 部 ２ ４ の 表 面 が 外 側  
に 露 出 す る た め 、 先 端 部 ２ ４ の 裏 面 に 第 ２ 結 合 部 材 ２ ６ が 設 け ら れ る （ 図 ２ 参 照 ） 。 第 ２  
結 合 部 材 ２ ６ は 、 先 端 部 ２ ４ の 裏 面 全 体 に 設 け ら れ て も よ く 、 先 端 部 ２ ４ の 裏 面 の 一 部 に  
設 け ら れ て も よ く 、 先 端 部 ２ ４ の 裏 面 の 複 数 部 分 に 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 第 ２ 結 合 部 材 ２ ６ は 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ と 結 合 可 能 で あ る た め 、 本 実 施 形 態 の 第 ２ 結 合 部  
材 ２ ６ は 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ と 同 様 に 面 フ ァ ス ナ ー で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ２ － １ － ３ ． シ ュ ー ズ を 脱 ぎ 履 き す る 際 の 動 作
　 以 下 、 本 実 施 形 態 の シ ュ ー ズ １ を 着 用 す る 際 に 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 （ １ ） シ ュ ー ズ を 履 く 場 合
　 ま ず 、 履 き 口 ２ ０ ０ か ら シ ュ ー ズ １ 内 に 足 ４ ０ を 挿 入 す る 。 シ ュ ー ズ １ の 着 用 前 に は 、  
図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 先 端 部 ２ ４ が そ の 自 重 に よ っ て 外 側 下 方 に 垂 れ 下 が る た め 、  
履 き 口 ２ ０ ０ が 大 き く 開 口 し た 状 態 が 維 持 さ れ る 。 そ の た め 、 シ ュ ー ズ １ を 履 く に あ た っ  
て 、 ベ ル ト ２ １ に よ っ て 履 き 口 ２ ０ ０ が 塞 が れ な い た め 、 履 き 口 ２ ０ ０ に 足 ４ ０ を 挿 入 し  
や す く 、 着 用 者 ４ が シ ュ ー ズ １ を 容 易 に 着 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 着 用 者 ４ が 幼 児  
や 高 齢 者 で あ っ て も 、 シ ュ ー ズ １ 内 に 足 ４ ０ を 容 易 に 挿 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 次 に 、 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ と 第 ２ 結 合 部 材 ２ ６ と を 結 合 す る 。 そ の 際 、 基 端 部 ２ ２ を 引 き  
伸 ば し な が ら 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ と 第 ２ 結 合 部 材 ２ ６ と を 結 合 さ せ る 。 そ れ に よ り 、 中 間 部  
２ ３ と 甲 ４ ２ と が 密 着 し や す く な り 、 シ ュ ー ズ １ の フ ィ ッ ト 感 及 び サ ポ ー ト 性 を 向 上 さ せ  
る こ と が で き る 。 ま た ソ ー ル ３ の 上 面 ３ ２ と 足 裏 ４ ４ と が 密 着 し や す く な り 、 足 ４ ０ の 浮  
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き を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 （ ２ ） シ ュ ー ズ を 脱 ぐ 場 合
　 シ ュ ー ズ １ を 脱 ぐ 場 合 に は 、 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ と 第 ２ 結 合 部 材 ２ ６ と の 結 合 を 解 除 す る  
だ け で 、 足 ４ ０ の 拘 束 が 解 除 す る こ と が で き 、 ま た 大 き く 開 口 し た 履 き 口 ２ ０ ０ か ら 足 ４  
０ を 抜 く こ と が で き る た め 、 シ ュ ー ズ １ を 容 易 に 脱 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ３ ． 変 形 例
　 シ ュ ー ズ １ 及 び ア ッ パ ー ２ の 構 成 は 、 上 述 の 構 成 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ３ － １ ． 変 形 例 １
　 上 述 の 実 施 形 態 に 係 る シ ュ ー ズ １ で は 、 ベ ル ト ２ １ の 基 端 部 ２ ２ が 、 複 数 の 伸 縮 部 材 ２  
２ ０ を 含 ん で い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 例 え ば 、 図 ６ に 示 す 変 形 例 １ の シ ュ ー ズ １ の よ う に 、 基 端 部 ２ ２ が 単 一 の 伸 縮 部 材 ２ ２  
０ で 構 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ３ － ２ ． 変 形 例 ２ ～ ４
　 上 述 の 実 施 形 態 に 係 る シ ュ ー ズ １ で は 、 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ 及 び 第 ２ 結 合 部 材 ２ ６ が 面 フ  
ァ ス ナ ー で あ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 例 え ば 図 ７ に 示 す 変 形 例 ２ の シ ュ ー ズ １ の よ う に 、 第 ２ 結 合 部 材 ２ ６ が 、 第 １ 結 合 部 材  
２ ５ に 引 っ 掛 け ら れ る ホ ッ ク で あ っ て も よ い 。 す な わ ち 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ が 受 け 鐘 で あ り  
、 第 ２ 結 合 部 材 ２ ６ が 鉤 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 例 え ば 図 ８ に 示 す 変 形 例 ３ の シ ュ ー ズ １ の よ う に 、 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ が 複 数 の 微 細 な 突  
起 を 含 み 、 第 ２ 結 合 部 材 ２ ６ が 複 数 の 微 細 な 突 起 を 含 ん で い て も よ い 。 こ の 場 合 、 第 １ 結  
合 部 材 ２ ５ を 構 成 す る 微 差 な 突 起 の 隙 間 に 、 第 ２ 結 合 部 材 ２ ６ を 構 成 す る 微 細 な 突 起 が 嵌  
ま る こ と に よ り 、 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ と 第 ２ 結 合 部 材 ２ ６ と 結 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 例 え ば 図 ９ に 示 す 変 形 例 ４ の シ ュ ー ズ １ の よ う に 、 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ 及 び 第 ２ 結 合 部 材  
２ ６ が 、 お 互 い に 引 っ 付 く こ と が で き る 磁 石 で あ っ て も よ い 。 変 形 例 ４ の シ ュ ー ズ １ で は  
、 第 ２ 結 合 部 材 ２ ６ が 複 数 の 棒 磁 石 を 含 ん で い る た め 、 第 ２ 結 合 部 材 ２ ６ が 板 状 の 単 一 の  
磁 石 で 構 成 さ れ て い る 場 合 と 比 べ て 、 先 端 部 ２ ４ が 曲 げ や す く な る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ３ － ３ ． 他 の 変 形 例
　 上 述 の 実 施 形 態 に 係 る シ ュ ー ズ １ で は 、 ベ ル ト ２ １ の 基 端 部 ２ ２ が ア ッ パ ー 本 体 ２ ０ の  
内 甲 側 に 固 定 さ れ る と 共 に 、 ア ッ パ ー 本 体 ２ ０ の 外 甲 側 に 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ が 設 け ら れ て  
い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 基 端 部 ２ ２ が ア ッ パ ー 本 体 ２ ０ の 外 甲 側 に 固 定 さ  
れ る と 共 に 、 ア ッ パ ー 本 体 ２ ０ の 内 甲 側 に 第 １ 結 合 部 材 ２ ５ が 設 け ら れ て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 １       シ ュ ー ズ
　 ２       シ ュ ー ズ 用 ア ッ パ ー
　 ２ ０     ア ッ パ ー 本 体
　 ２ ０ ０   履 き 口
　 ２ １     ベ ル ト
　 ２ ２     基 端 部
　 ２ ２ ０   伸 縮 部 材
　 ２ ３     中 間 部
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　 ２ ４     先 端 部
　 ２ ５     第 １ 結 合 部 材
　 ２ ６     第 ２ 結 合 部 材
　 ３       ソ ー ル
　 ４       着 用 者
　 ４ ０     足
　 ４ １     足 首
　 ４ ２     甲
　 ４ ３     爪 先
　 ４ ４     足 裏
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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